（H30世田谷らしい空き家等の地域貢献活用助成 提案用紙　様式-６）
	１．地域貢献活用の内容＜公開＞
●以下の（１）～（４）について、A４サイズ、４枚以内で作成してください。

●文章の他、図面、図・表などを用いてまとめてください。

	(１) 空き家等の活用目的

①応募動機
②実現したい空き家等の活用イメージ　
③目指す地域像（地域課題やニーズをどのように捉えているか）
などを記してください。

	

	(２) 整備した場所の活用プログラム・活用スケジュール

①整備後の空き家等の活用方法・プログラム（内容や頻度）やスケジュール

②どのような属性の人々のどのような利用を考えているか

③物件の空間（部屋や設備）がどのように用いられるのか

④整備中および整備後の、市民が参加するプログラムをどのように考えているか

などを記してください。

	

	(３) 管理・運営体制

①どのような立場の、何人くらいの人々が、どのように運営に携わってゆくのか

②どのような団体が連携してどのようなことをやるのか
などを記してください。

	




	(４) 活用場所の開設後の運営事業の収支計画書

活用場所の運営における、一年間の収支計画について、現在想定できる範囲でご記入ください。

	収　　入

	科　　目
	金　　額　(千円)
	備　　考

	
	
	

	収入小計　(A)
	
	

	支　　出

	科　　目
	金　　額　(千円)
	備　　考

	
	
	

	支出小計　(B)
	
	

	収支の差額　(A-B)
	
	


（H30世田谷らしい空き家等の地域貢献活用助成 提案用紙　様式-７）

	２．建物・物件の現況

●事業を実施する建物・物件の資料として、以下の（１）、（２）をA４サイズ２枚に作成してください。

●文章の他、図面、図・表などを用いてまとめてください。


	（１）建物・物件の位置図＜非公開＞

○地図を使用して建物・物件の位置を示してください。

○周辺状況（交通、公共施設など）が分かるようにしてください。

	


	（２）建物・物件の間取り図、写真など＜公開＞

○活用しようとする建物の現在の様子を間取り図や写真などで示してください。

	


（H30世田谷らしい空き家等の地域貢献活用助成 提案用紙　様式-８）

	３．初期整備の内容＜公開＞
●以下の（１）、（２）の内容を含むように、A４サイズ、４枚以内で作成してください。

●活用を予定している物件に対してどのような整備を、どのようなスケジュールで実施するのか、文章の他、図

面、表などを用いてまとめてください。

●応募申請書の「収支計画書」との関連が分かるように作成してください。

	（１）初期整備の具体的内容

○対象地である物件に対し、どのような整備を実施するのか

○改修工事を行う場合、物件のどの部分にどのような工事を実施するのか

○手づくり施工等によりつくりつけ家具を整備する場合、物件にどのようにレイアウトするのか

	


	（２）初期整備のスケジュール
○公開審査会以降の、助成金申請書、見積書、図面などの作成・提出、初期整備の実施期間、活用のスタート時期など

○オープニングイベントを行う場合は、その準備期間や実施時期・内容も分かるように記入ください。
※工事契約・工事実施は、助成金交付申請書を区へ提出し、助成金交付決定通知を受けてから可能となります。

	時期
	内　容

	H30年

9月
	・9/15(土)　公開審査会


	10月
	・助成金申請書、見積書、図面等の提出 ⇒ 提出書類の審査


	11月
	

	12月
	

	H31年

1月


	

	2月


	

	3月
9月
	3/15(金)　「助成金完了届」提出期限（※完了届の提出後、助成金交付）
８月頃　整備の成果報告書の提出
９月頃　空き家等地域貢献活用助成 報告会での成果報告



